




要約:いま保育所は、地域の福祉需要にも目を向けながら、もっと地域に根づく活動をすす

めていくことが求められている。秋田県南秋田郡若美町中央保育所(町立定員 45人所長船

木満子)では、地元中学校に呼びかけて「中学生の一日保母活動」を 2カ年にわたって実施

した。 

この活動の背景には、少子化、少家族化の進行とともに地域のつながりの希薄化が指摘さ

れるなかで「保育活動を通して地域の連帯感を深めよう」というねらいがあった。この実

践をとおして思春期を迎えた中学生が幼い子どもたちにどのように向かい合い、心を通わ

せ合うことができたのか、活動の記録、中学生の作文、保育所・学校の感想などから検討

した。 


